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Grade 1を10点， Grade 2を20)点， Grade 3を30点、，




















あったが，男性 (0.56)は女性 (0.39) よりも大きい
値を示した。
(2)肘関節
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骨糠スコアの推移をみると、男性では40才代まで， I は左側よりも右側が大きい傾向がみられるが，全般的
女性で50才代までは急激に増大したが，以降は男女と | に左右は小さく，全身性因子を否定することはできな
も緩やかであった。中年令群と高年令群の比較では， I い。 5.四肢関節部の骨練形成と関連して，変形性関
男性にのみ有意差が見られた。左右差は男女ともに有 | 節症の年令別発生頻度と比較してみたが，いずれも男
意差は見られなかった。また年令とスコアの相関は， I 女ともに20才代から70才代に至るまでほぼ直線状に増
男性 (0.34)，女性 (0.30)ともに他関節に比して小さ | 加しており，辺縁部骨椋の形成と変形性関節症とは必
い値であった。 Iずしも重複したものではないと考えられる。
(3)腕関節 | 論文審査の結果の要旨
骨糠スコアは，男女ともに40才代までに比較的急激 | 弦本敏行は，昭和59年 3月長崎大学医学部を卒業，
に増大したが，それ以降も男女同じように緩やかな増 | 医師国家試験に合格した後，長崎大学医学部附属病院







男性ではほとんど水平に推移していた。左右差は男女 | 医学研究科委員会は，平式 2年3月20日の定例委員
ともにほとんど認められなかった。 I会において，論文内容の要旨を検討し，上記のとおり
(2)膝関節 | 審査委員を選定した。委員は主査を中心として慎重審





















しくなっている。 2.上肢の場合，男性は女性よりも | 要があるものと思われた。以上のことがらは，整形外
増大傾向が強く，とくに肩関節において著しい。 3. 科における変形性関節症をはじめとする諸疾患，及び
下肢の場合は，高年令においては女性の増大傾向が著 | 人類学分類における古人骨の病的所見を検討する上に，
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判定した。
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